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一日体験入学を開催 本学の魅力伝える
在
学
生
の
視
点
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
実
習
で
本
学
を
体
感

　

７
月
26
日
（
日
）、
８
月
２
日
（
日
）
に
一
日
体
験
入
学
が
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て

15
組
32
人
が
参
加
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
５
・
６
月

は
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
学
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
」
を
明
示
し
、
参
加
者
に
は
事
前
に
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や
抗
体
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
席
の
間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
対
策

を
施
し
た
う
え
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

一
日
体
験
入
学
は
、
冒
頭
で
宇
田
川
信
之

歯
学
部
長
が
挨
拶
し
、
本
学
の
教
育
方
針
を

は
じ
め
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
学
生
支

援
体
制
、
近
年
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
お

け
る
本
学
の
躍
進
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

続
い
て
第
６
学
年
の
中
田
智
是
君
が
学
生

の
視
点
に
よ
る
本
学
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
。
６
年
間
の
学
習
の
流
れ
を
紹
介

し
、
勉
学
に
集
中
し
た
疲
れ
を
キ
ャ
ン
パ
ス

の
自
然
豊
か
な
環
境
が
癒
し
て
く
れ
る
こ

と
、
充
実
し
た
設
備
に
よ
り
学
生
生
活
を
快

適
か
つ
有
意
義
に
過
ご
せ
る
こ
と
な
ど
を
伝

え
た
。
選
択
科
目
「
歯
科
医
学
研
究
」
を
通

し
て
の
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
の
習
得
や
先

輩
・
後
輩
の
繋
が
り
が
で
き
る
部
活
動
の
重

要
性
も
強
調
し
た
。
課
外
活
動
に
つ
い
て
も

触
れ
、
ま
つ
も
と
広
域
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ア
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
市

民
と
交
流
し
た
経
験
や
、
世
界
的
指

揮
者
・
西
本
智
実
さ
ん
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
感
動
、
学
生

間
の
絆
を
深
め
る
松
濤
祭
や
体
育
祭

な
ど
多
様
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

楽
し
さ
も
話
し
た
。

　

中
田
君
は
、
本
学
の
特
徴
と
し
て

ウ
イ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト
で
学
習
の
習

慣
が
身
に
つ
く
、
単
科
大
学
な
の
で

全
学
生
が
同
じ
目
標
を
も
っ
て
が
ん

ば
れ
る
こ
と
を
挙
げ
、「
歯
学
部
は

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
勉
強
は
大
変

で
す
が
、
本
人
の
や
る
気
次
第
で
夢

は
か
な
い
ま
す
。
松
本
歯
科
大
学
の

先
生
方
は
親
身
に
な
っ
て
指
導
し
て

く
れ
ま
す
。
学
生
同
士
で
切
磋
琢
磨

し
、
皆
で
歯
科
医
師
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
案
内
役

を
務
め
た
の
は
、
中
田
君
の
ほ
か
春

日 

梢
さ
ん
（
第
５
学
年
）、
長
尾
将

平
君
（
第
４
学
年
）、
松
浦
宏
季
君

（
第
２
学
年
）。
長
尾
君
は
歓
迎
の
意

を
込
め
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
ル
イ
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
『W

hat a 
W

onderful W
orld

（
こ
の
素
晴

ら
し
き
世
界
）』
の
演
奏
を
披
露
し
、

参
加
者
か
ら
拍
手
を
浴
び
た
。
春
日

さ
ん
は
、
学
生
食
堂
や
学
生
ラ
ウ
ン

ジ
、
講
義
館
、
実
習
館
、
学
生
寮
キ

ャ
ン
パ
ス
イ
ン
、
病
院
の
概
要
を
笑

顔
で
説
明
し
、
バ
ス
に
乗
っ
て
の
キ

ャ
ン
パ
ス
一
周
で
は
バ
ス
ガ
イ
ド
役

を
務
め
た
。
松
浦
君
は
自
分
の
出
身

高
校
か
ら
の
参
加
者
に
寄
り
添
い
、

質
問
に
丁
寧
に
応
じ
た
。

　

午
後
の
模
擬
実
習
は
、
歯
科
保
存

学
講
座
・
吉
成
伸
夫
教
授
の
指
導
の

下
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
ル
ー
ト
プ
レ

ー
ニ
ン
グ
の
実
習
を
行
っ
た
。
歯
周

病
治
療
に
お
け
る
基
本
的
で
最
も
重

要
な
技
術
で
、
歯
周
プ
ロ
ー
ブ
や
キ

ュ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
歯
の
表
面
に
付

着
し
た
汚
れ
を
取
り
清
潔
に
す
る
作

業
を
体
験
し
た
。

　

そ
の
後
、
入
試
説
明
・
進
学
相
談

会
が
行
わ
れ
た
。
本
学
を
第
一
志
望

に
し
て
、
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦

型
選
抜
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
々

が
多
く
、
試
験
科
目
で
あ
る
教
養
考

査
の
内
容
や
小
論
文
、
面
接
の
留
意

点
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
実
習
が
楽
し

く
歯
科
大
生
を
実
感
で
き
た
」「
来

て
見
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
の
豊
か

さ
や
充
実
し
た
設
備
が
よ
く
分
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
本
学
で
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
会
も

あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
す
で
に

校
友
会
員
の
方
か
ら
申
込
み
が
あ
り
、

歯
科
矯
正
学
講
座
・
岡
藤
範
正
教
授

と
入
試
広
報
室
の
宮
嶋
秀
明
係
長
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
学
相
談
に
応
じ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
や
遠
方
の
た
め
体
験
入
学

に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
ち
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

新型コロナ対策を強化 !

夏休み返上学力向上めざす

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
の
感
染
拡
大

で
、
教
育
現
場
に
お
け
る
集
団
行
動

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
は
現
在
、
歯
学
部
・
大
学

院
・
衛
生
学
院
学
生
に
お
け
る
ク
ラ

ブ
活
動
、
県
外
へ
の
帰
省
お
よ
び
ア

ル
バ
イ
ト
を
当
面
の
間
禁
止
と
し
て

い
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
試
験
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
県
外
へ
の
移
動
に
関
し

て
は
、
届
出
を
行
い
、
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、
帰
着
後
１
週
間
の
健
康
管

理
期
間
を
設
け
、
そ
の
後
感
染
の
有

無
に
つ
い
て
問
診
お
よ
び
抗
体
・
抗

原
検
査
を
実
施
す
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
医
療
従
事
者
を
志
す
者
と

し
て
、
高
い
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
教
育
し

て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
４
月
中
の
授
業
・
行

事
等
は
休
止
し
、
５
月
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

映
像
授
業
を
開
講
（
第
６
学
年
は
３

月
10
日
か
ら
開
始
）、６
月
１
日（
月
）

か
ら
は
全
学
年
に
お
い
て
対
面
通

常
授
業
お
よ
び
臨
床
実
習
を
開
始
し

た
。
一
方
、
26
人
ほ
ど
の
留
学
生
が

再
入
国
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
い

た
が
、
約
半
数
は
８
月
下
旬
に
大
学

に
復
帰
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
歯
学
部

学
生
は
夏
季
休
業
を
返
上
し
、
各
学

年
主
任
の
下
、
教
科
目
担
当
教
員
に

よ
る
補
習
に
全
員
が
毎
日
参
加
し
、

学
力
向
上
の
た
め
実
り
あ
る
生
活
を

送
っ
た
。

　

８
月
10
日
（
祝
）
に
は
、
４
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
学
生
健
康
診
断
を

本
学
病
院
に
お
い
て
実
施
し
た
。
健

康
診
断
後
、
２
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
抗
体
検
査
も
行
わ

れ
た
。
こ
の
検
査
は
、「
７
月
の
４

連
休
に
お
け
る
感
染
チ
ェ
ッ
ク
と
し

て
の
無
症
状
病
原
体
保
有
の
確
認
と

個
別
集
団
で
の
抗
体
取
得
率
の
推

移
を
み
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い

る
。
５
２
２
人
の
再
検
査
を
行
っ
た

結
果
、
感
染
初
期
抗
体
（
Ｉ
ｇ
Ｍ
）

お
よ
び
感
染
後
期
抗
体
（
Ｉ
ｇ
Ｇ
）

と
も
に
全
員
陰
性
で
あ
っ
た
。
今
回

の
結
果
の
要
因
と
し
て
、
①
松
本
平

の
市
中
感
染
が
な
い
こ
と
、
②
学
生

自
身
の
予
防
対
策
が
徹
底
し
て
い
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

抗
体
検
査
後
に
は
、
歯
学
部
学
生

に
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
か
ら
抽
出
し
た
抗

体
を
含
浸
さ
せ
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
装

着
し
た
「
ダ
チ
ョ
ウ
抗
体
マ
ス
ク
」

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
の
体

調
・
行
動
記
録

帳
「
長
野
県
民

手
帳
」
が
歯
学

部
学
生
に
配
布

さ
れ
た
。

　

本
学
に
お
い

て
は
、
入
館
口

を
２
つ
（
病
院

入
口
と
本
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
）

に
絞
り
、
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
る
ト
リ
ア

ー
ジ
を
行
い
、
標
準
予
防
策
を
徹
底

さ
せ
な
が
ら
診
療
・
教
育
活
動
を
遂

行
し
て
い
る
。
病
院
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
お

よ
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
体
制
も
整

い
つ
つ
あ
る
が
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン

が
入
手
可
能
に
な
り
集
団
免
疫
を
獲

得
す
る
２
０
２
２
年
く
ら
い
ま
で
は

再
流
行
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
「
新

し
い
生
活
様
式
」を
実
践
し
な
が
ら
、

松
本
歯
科
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研

究
・
診
療
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
歯
学
部
長　

宇
田
川
信
之
）

自己紹介するキャンパスツアーの案内役の学生たち　右から長尾君、春日さん、中田君

配布されたダチョウ抗体マスクと県民手帳を手にする学生

スケーリング・ルートプレーニングの模擬実習
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台
湾
で
見
た
世
界
一
の
コ
ロ
ナ
対
策

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事
　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

　

第
３
学
年
の
法
医
歯
科
学
の
授
業

が
８
月
３
日（
月
）第
３
・
４
時
限
に
、

本
学
講
義
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

法
医
歯
科
学
は
、
神
奈
川
歯
科
大
学

災
害
医
療
・
社
会
歯
科
学
講
座
法
医

歯
科
学
の
山
田
良
広
教
授
が
、
前
任

の
山
本
勝
一
先
生
か
ら
引
き
継
が
れ

た
本
学
に
お
け
る
歴
史
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
あ
る
。
神
奈
川
歯
科
大
学

の
法
医
歯
科
学
教
室
は
、
法
医
歯
科

学
の
本
邦
に
お
け
る
草
分
け
的
な
研

究
室
と
し
て
、
通
常
の
教
育
・
研
究

神奈川歯科大学法医歯科学の先生方が
第３学年「法医歯科学」実習を指導

活
動
の
他
、
実
際
の
ご
遺
体
の
身
元

確
認
や
、
警
察
歯
科
医
へ
の
教
育
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
災
害
時
の
個
人
識
別
な
ど
の
精

度
を
高
め
る
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の

研
究
や
可
動
式
パ
ノ
ラ
マ
の
開
発
な

ど
、
活
動
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
で
、
５
月
開
始
の
授
業

は
、
動
画
配
信
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
で
７
月
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

最
終
回
の
８
月
３
日
（
月
）
は
、

山
田
先
生
の
他
、
非
常
勤
講
師
で
あ

る
山
岸
光
男
先
生
、
中
川
貴
美
子
先

生
、
藤
田
紗
英
子
先
生
に
来
学
い
た

だ
き
、
毎
年
同
様
に
実
習
形
式
の
授

業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
先
生
方

に
は
、
授
業
前
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
抗
体
検
査
を
行
い
、
全
員
の

先
生
が
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、授
業
に
臨
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

当
日
の
実
習
内
容
は
、
実
際
の
ご

遺
体
の
口
腔
内
写
真
か
ら
、
死
亡
時

の
口
腔
内
の
状
態
と
生
前
に
施
さ
れ

た
歯
科
治
療
痕
を
デ
ン
タ
ル
チ
ャ
ー

ト
に
書
き
取
り
、
生
前
の
歯
科
治
療

歴
と
比
較
し
て
、
矛
盾
が
あ
る
か
ど

う
か
の
鑑
定
を
各
自
で
行
っ
た
。
歯

科
治
療
を
行
っ
た
日
時
か
ら
死
亡
ま

で
の
期
間
が
短
く
、
死
亡
時
に
口
腔

内
写
真
が
撮
影
で
き
れ
ば
、
治
療
歴

と
同
様
の
内
容
と
な
る
が
、
治
療
を

行
っ
て
か
ら
長
年
経
過
し
た
後
の
死

去
で
あ
る
場
合
、
治
療
歴
と
は
か
な

り
違
う
口
腔
内
と
な
る
。
治
療
歴
に

お
い
て
歯
の
喪
失
に
よ
る
義
歯
や
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
を
装
着
し
た
部
分
に
実

際
に
永
久
歯
が
存
在
し
た
場
合
や
、

治
療
で
イ
ン
レ
ー
な
ど
を
入
れ
た
履

歴
の
あ
る
歯
が
全
く
の
健
全
歯
で
あ

る
場
合
な
ど
の
知
見
は
、矛
盾
す
る
。

こ
の
場
合
は
、
治
療
歴
の
個
人
と
そ

の
ご
遺
体
と
は
別
人
で
あ
る
、
と
い

う
判
断
と
な
る
。

　

学
生
諸
君
は
、
第
２
学
年
の
解
剖

学
実
習
で
実
際
に
ご
遺
体
に
触
れ
、

本
年
度
の
法
医
歯
科
学
の
授
業
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
遺
体
の
口
腔
内

を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
た

め
、
皆
戸
惑
う
こ
と
な
く
鑑
定
を
進

め
、
疑
問
点
は
先
生
方
に
質
問
し
な

が
ら
、
無
事
に
授
業
を
終
了
し
た
。

　

近
年
、
日
本
で
は
気
候
変
動
に
よ

り
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
災
害
時

の
身
元
確
認
の
重
要
性
は
増
し
て
い

る
。
そ
の
場
合
に
、
地
域
の
歯
科
開

業
医
の
カ
ル
テ
が
重
要
な
手
が
か
り

と
な
り
、
実
際
の
鑑
定
を
依
頼
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
今
後
、
地
域
へ
の

貢
献
が
で
き
る
よ
う
な
法
医
歯
科
学

の
知
識
を
有
す
る
歯
科
医
へ
の
成
長

を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
歯
学
部
長
・
学
生
部
長　

宇
田
川
信
之
）

ラ
イ
ン
を
使
っ
て
新
役
員
選
出

体
連
・
文
連
合
同
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

７
月
６
日
（
月
）、
体
育
連
絡
協

議
会
・
文
化
連
絡
協
議
会
合
同
キ
ャ

プ
テ
ン
会
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
用
い
て
実
施
さ
れ
、
各
ク
ラ
ブ

キ
ャ
プ
テ
ン
が
参
加
し
た
。

　

第
１
号
議
案
は
「
体
育
連
絡
協
議

会
お
よ
び
文
化
連
絡
協
議
会
委
員
長

交
代
に
つ
い
て
」
で
、審
議
の
結
果
、

新
た
な
体
育
連
絡
協
議
会
委
員
長
に

は
林 

伸
吾
君
（
第
３
学
年
・
サ
ッ

カ
ー
部
）、
文
化
連
絡
協
議
会
委
員

長
に
は
長
尾
将
平
君
（
第
４
学
年
・

軽
音
楽
部
）
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

第
２
号
議
案
で
は
、
２
０
２
１
年
度

の
歯
学
体
正
評
議
員
に
堀
尾
拓
未
君

（
第
４
学
年
）、
副
評
議
員
に
林 

伸

吾
君
が
選
ば
れ
た
。

〔
新
役
員
〕

体
連
委
員
長
・
林　

伸
吾
挨
拶

「
部
活
動
で
も
本
学
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
各
部
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
を
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
歯
学
体
（
デ
ン
タ
ル
）
も

な
く
部
活
動
に
制
限
が
か
か
っ
て
い

ま
す
が
滞
り
な
く
運
営
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

文
連
委
員
長
・
長
尾
将
平
挨
拶

「
何
か
と
部
活
動
に
不
便
の
多
い
今

日
で
あ
り
、
今
年
は
新
入
生
に
向
け

左から新役員に選出された林君、長尾君、堀尾君

デンタルチャートに基づいた鑑定の指導を受ける学生

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
い
ろ
い
ろ
な

言
葉
が
生
ま
れ
た
中
、
今
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
る
の
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
だ
。
考
え
て
み
れ
ば
僕
は
出
張

族
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
、
外
泊
を

伴
う
出
張
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
多

い
年
で
年
間
の
半
分
近
く
は
家
の
外

に
い
た
。
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
し
だ
し
て
、
す
べ
て
キ
ャ
ン

セ
ル
。
そ
れ
に
伴
い
遠
く
の
人
と
の

打
ち
合
わ
せ
は
基
本
的
に
す
べ
て
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
と
な
っ
た
。「
な
ん
だ
、

会
い
に
行
か
な
い
で
も
よ
か
っ
た
の

に
ね
」
な
ん
て
単
純
に
思
っ
た
が
、

大
会
と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。

　

飛
行
機
に
乗
っ
て
行
き
た
い
国
に

飛
び
、
大
会
に
出
る
と
い
う
単
純
な

行
為
が
、
今
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
証
明

書
の
必
要
の
有
無
、
有
効
期
限
、
自

主
隔
離
の
有
無
な
ど
煩
雑
に
な
る
。

各
国
の
状
況
は
大
使
館
だ
け
の
情
報

だ
け
だ
と
不
安
に
思
い
、
旅
行
会
社

へ
問
い
合
わ
せ
る
と
、
予
感
的
中
。

入
国
管
理
局
も
そ
の
瞬
間
の
状
況
で

多
く
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
、
各
国
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
事

例
を
聞
か
さ
れ
た
。
目
に
見
え
な
い

相
手
に
恐
怖
を
感
じ
つ
つ
、
そ
れ
で

も
行
っ
て
成
し
遂
げ
た
い
想
い
と
の

狭
間
が
今
で
あ
る
。

　

選
手
た
ち
の
成
長
の
証
と
、
自
分

の
実
力
を
試
し
た
い
気
持
ち
。
そ
う

い
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
基
本

的
な
場
所
で
あ
る
大
会
に
出
場
で
き

な
い
と
か
、
開
催
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
、
な
ん
て
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も

考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
主
催
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
も
新
し
い
感
覚
だ
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
状
況
下
で
は
、
当
た
り
前
が
当

た
り
前
で
は
な
く
な
る
。
物
事
が
予

想
外
の
進
路
を
取
っ
た
時
に
こ
そ
、

柔
軟
な
気
持
ち
が
こ
れ
か
ら
は
大
切

で
す
ね
!

　

日
本
中
が
東
日
本
大
震
災
へ
の
追

悼
の
祈
り
を
捧
げ
た
３
月
11
日
。
後

ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
だ
っ
た
け

ど
、
一
泊
二
泊
で
台
湾
へ
ひ
と
っ

飛
び
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
。
蔡

ツ
ァ
イ 

英イ
ン
ウ
ェ
ン文
総
統
に
先
の
総
統
再
選
の
お

祝
い
を
申
し
上
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い

っ
て
こ
と
で
、
日
本
財
団
の
笹
川
陽

平
会
長
が
よ
い
機
会
を
創
っ
て
く
だ

さ
っ
た
か
ら
さ
。

　

実
は
蔡
総
統
が
最
初
に
当
選
さ
れ

た
時
も
、
笹
川
・
飯
島
の
コ
ン
ビ
で

祝
賀
の
訪
問
を
や
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

オ
レ
の
故
郷
、
長
野
県
に
あ
る
松
本

歯
科
大
は
台
湾
か
ら
の
留
学
生
を
１

３
６
人
も
受
け
入
れ
て
て
さ
。
旧
友

の
矢
ヶ
﨑
理
事
長
も
ぜ
ひ
同
行
し
た

い
っ
て
こ
と
で
、総
勢
５
人
で
勇
躍
、

向
か
っ
た
よ
。

　

だ
け
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
参
っ
た
ぜ
。
行
き
の

飛
行
機
は
ど
で
か
い
ボ
ー
イ
ン
グ

７
８
７
型
機
に
お
客
は
た
っ
た
20
人

ほ
ど
。
台
北
の
豪
華
ホ
テ
ル
も
他
の

宿
泊
客
は
４
人
だ
け
。
朝
食
も
食
べ

放
題
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
衛
生
面
か
ら

中
止
に
な
っ
て
て
、
ガ
ッ
ク
リ
来
ち

ゃ
っ
た
な
。

　

し
か
し
、
台
湾
は
コ
ロ
ナ
対
策
で

は
世
界
一
と
も
い
え
る
鉄
壁
の
感

染
防
止
策
を
取
っ
て
い
て
、
さ
す
が

よ
。
蔡
総
統
と
の
面
会
の
際
も
、
写

真
撮
影
の
時
だ
け
マ
ス
ク
は
外
し
た

け
ど
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は
「
総
統

以
外
は
皆
さ
ん
マ
ス
ク
を
し
て
く
だ

さ
い
」
だ
か
ら
ね
。
側
近
の
陳

チ
ェ
ン 

菊ジ
ュ
ィ

秘
書
長
は
マ
ス
ク
を
忘
れ
た
の
か
慌

て
て
い
た
な
。

　

蔡
総
統
の
人
気
は
う
な
ぎ
上
り

よ
。
今
や
「
東
洋
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
」

と
呼
ん
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
中

国
に
対
し
て
距
離
を
置
き
、
日
米
重

視
の
わ
が
道
を
行
く
外
交
戦
略
を
貫

い
て
い
る
か
ら
ね
。
中
国
の
習
近
平

社
民
党
並
み
の
存
在
感

た
部
活
動
紹
介
が
例
年
よ
り
も
遅
れ

る
な
ど
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な

い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
で
き

る
範
囲
で
は
あ
り
ま
す
が
文
化
部
間

の
連
携
を
と
っ
て
円
滑
な
運
営
を
心

が
け
、
部
活
動
か
ら
大
学
を
盛
り
上

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

歯
学
体
正
評
議
員
・
堀
尾
拓
未
挨
拶

「
今
年
の
歯
学
体
夏
期
部
門
は
中
止

と
な
り
残
念
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
来
年
の

開
催
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

左から矢ヶ﨑理事長、飯島特命教授、笹川氏、蔡総統、陳氏

　

今
月
号
か
ら
、
本
学
常
務
理
事
・
特
命
教
授
の
飯
島 

勲
先
生
が
登

場
す
る
「
週
刊
文
春
」「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
の
コ
ラ
ム
を
転
載
し
ご
紹

介
し
ま
す
。
今
回
は
、
週
刊
文
春
本
年
３
月
26
日
号
よ
り
、
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
と
台
湾
を
訪
問
さ
れ
た
際
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

　

飯
島
先
生
は
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
（
小
泉
純
一
郎
政
権
当
時
）、

厚
生
大
臣
秘
書
官
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
内
閣
官
房
参
与

を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。著
書
は『
小
泉
官
邸
秘
録 

総
理
と
は
何
か
』

（
文
春
文
庫
）、『
ひ
み
つ
の
教
養 

誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
仕
事
の
基
本
」

（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
）
な
ど
、
多
数
。

政
権
の
締
め
付
け
は
す
さ
ま
じ
い
か

ら
さ
。
台
湾
を
訪
れ
る
中
国
人
観
光

客
は
、
蔡
総
統
が
率
い
る
民
進
党
が

押
さ
え
て
い
る
自
治
体
に
は
絶
対
行

か
せ
な
い
と
。

　

徹
底
的
に
圧
力
を
か
け
ら
れ
て

も
、
ど
ん
ど
ん
独
自
色
を
否
定
さ
れ

て
い
く
香
港
の
二
の
舞
い
に
は
な
ら

な
い
っ
て
蔡
総
統
の
決
意
は
す
ご
い

よ
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
徹
底
し
て
る
か

ら
。
笹
川
さ
ん
は
「
台
湾
が
世
界
一

だ
」
っ
て
評
価
し
て
る
け
ど
、
外
国

人
向
け
の
歓
楽
街
も
す
べ
て
閉
店
し

て
い
た
し
、
ホ
テ
ル
・
観
光
業
界
な

ど
は
と
て
つ
も
な
く
経
営
環
境
が
厳

し
い
は
ず
な
の
に
、
国
民
か
ら
の
政

府
へ
の
不
満
が
一
切
出
て
な
い
か
ら

ね
。

　

苦
笑
し
ち
ゃ
っ
た
の
は
、
老
舗
で

野
党
の
国
民
党
だ
よ
。
先
の
総
統
選

挙
で
惨
敗
し
た
も
ん
だ
か
ら
、
48
歳

の
若
手
の
江

ジ
ャ
ン 

啓チ
ィ
チ
ェ
ン
臣
を
主
席
に
選
ん

だ
け
ど
、
新
た
に
打
ち
出
し
た
路
線

が
さ
。「
中
国
大
陸
と
は
是
々
非
々

の
関
係
」と
か「
日
米
中
心
の
外
交
」

と
か
、
そ
れ
っ
て
民
進
党
の
言
っ
て

る
こ
と
と
全
く
同
じ
じ
ゃ
ん
。
そ
こ

ま
で
路
線
転
換
し
な
い
と
、
国
民
党

は
存
亡
の
危
機
だ
っ
て
こ
と
だ
ろ
う

け
ど
、
ま
あ
考
え
ら
れ
な
い
ぜ
。

　

実
は
蔡
総
統
に
会
う
前
に
、
江
主

席
か
ら
も
オ
レ
に
会
い
た
い
っ
て
打

診
が
あ
っ
て
さ
。「
ど
こ
の
党
だ
か

ら
じ
ゃ
な
く
、
台
湾
を
大
事
に
し
た

い
ん
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
笹
川
さ
ん

と
連
れ
立
っ
て
面
会
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
よ
。
蔡
総
統
に
非
礼
に
あ
た
る

か
と
思
っ
て
、
陳
秘
書
長
に
問
い
合

わ
せ
た
ら
「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
余

裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く
、
大
人
の
対
応
で

さ
。

　

そ
し
た
ら
も
は
や
あ
の
蔣
介
石
以

来
の
中
国
国
民
党
の
面
影
は
す
っ
か

り
な
い
ん
だ
な
。

　

江
主
席
と
の
面
会
で
も
お
つ
き
は

誰
も
い
な
い
し
、
日
本
へ
の
期
待
感

み
た
い
な
会
話
に
も
な
ら
な
い
ん
だ

よ
。
近
未
来
の
日
台
関
係
の
イ
メ
ー

ジ
が
描
け
な
い
感
じ
だ
か
ら
、
せ
っ

か
く
持
参
し
た
お
土
産
も
渡
し
そ
び

れ
ち
ゃ
っ
て
さ
。例
え
て
悪
い
け
ど
、

日
本
の
社
民
党
並
み
の
存
在
感
に
な

っ
ち
ゃ
っ
た
な
。

　

そ
れ
よ
り
期
待
の
星
は
民
進
党
の

鄭ジ
ョ
ン 

文ウ
ェ
ン
ツ
ァ
ン燦
桃
園
市
長
だ
な
。
こ
れ
は

会
っ
て
み
た
ら
笹
川
さ
ん
も
「
物
が

違
う
な
」
と
感
心
し
て
た
け
ど
、
大

変
な
オ
ー
ラ
が
あ
る
よ
。
台
湾
の
経

済
界
筋
か
ら
は
「
会
う
の
は
鄭
市
長

だ
け
で
い
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
受
け

た
ぜ
。
あ
れ
は
間
違
い
な
く
将
来
の

総
統
候
補
と
見
た
ね
。
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シリーズ 専門性⑫

臨床検査室

病院だより vol.24

生化学自動分析装置

　

臨
床
検
査
室
に
は
検
査
の
専
門

家
「
臨
床
検
査
技
師
」
が
い
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師
は
、
科
学
的
・
客
観

的
な
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
様
々
な

検
査
機
器
を
駆
使
し
て
集
め
、
医
師

に
よ
る
病
名
特
定
の
支
援
を
行
い
、

ま
た
診
療
方
針
を
決
定
す
る
の
に
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
病
院
に
お
い
て
臨
床
検

査
技
師
は
、
医
師
や
歯
科
医
師
の
指

示
（
検
査
依
頼
）
を
受
け
て
か
ら
、

臨
床
検
査
と
呼
ば
れ
る
医
療
検
査
を

行
い
ま
す
。
臨
床
検
査
に
は
、
患
者

の
体
か
ら
血
液
、
尿
、
組
織
の
一
部

な
ど
を
取
り
出
し
て
行
う
検
体
検
査

と
、
体
の
表
面
や
内
部
を
検
査
す
る

生
理
機
能
検
査
（
生
体
検
査
）
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
検
体
検
査
の
メ
イ
ン
装
置

と
な
る
生
化
学
自
動
分
析
装
置
（
２

０
１
９
年
９
月
稼
働
）
と
免
疫
学
自

動
分
析
装
置
（
２
０
２
０
年
５
月
稼

働
）
の
更
新
を
行
い
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

生
化
学
自
動
分
析
装
置
は
、

最
大
１
０
０
０
テ
ス
ト
／
時

の
処
理
能
力
と
超
音
波
撹
拌

に
よ
る
反
応
液
量
75
μ
L
の

微
量
化
実
現
と
専
用
試
薬
ボ

ト
ル
採
用
に
よ
る
業
務
効
率

の
向
上
が
特
徴
と
な
り
、
迅

速
で
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
の
提
供

を
行
い
ま
す
。
免
疫
学
自
動
分
析
装

置
は
、
更
新
前
の
17
分
／
テ
ス
ト
か

ら
更
新
後
は
10
分
／
テ
ス
ト
と
大
幅

な
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
た
し
、
患

者
や
受
診
者
の
待
ち
時
間
短
縮
を
通

し
て
臨
床
の
先
生
方
へ
貢
献
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
モ
ノ
テ
ス
ト
包

装
の
試
薬
に
よ
る
装
置
架
設
後
の
使

用
期
限
長
期
化
と
、
１
項
目
60
テ
ス

ト
包
装
に
よ
る
少
数
依
頼
項
目
の
院

内
化
も
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
健
診
受
診
者
数
増
加
に
耐
え

う
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
こ
れ
か
ら
も
科
学
的
な
確
か

な
目
で
観
察
す
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
、

健
康
や
命
に
関
わ
る
使
命
感
と
責
任

感
を
持
っ
て
業
務
に
向
か
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
臨
床
検
査
室　

臨
床
検
査
技
師　

主
任　

中
西
正
人
） 免疫学自動分析装置

雄勝歯科診療所長・河瀬聡一朗先生が特別講義
「地域におけるこれからの歯科の役割」

　

本
学
26
期
生
で
現
在
は
宮
城
県
石
巻
市
の
雄
勝
歯
科
診
療
所
長
を
務
め
る
河
瀬
聡
一
朗

先
生
が
７
月
14
日
（
火
）、
第
１
学
年
「
入
門
歯
科
医
学
」
の
授
業
に
お
い
て
「
地
域
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
歯
科
の
役
割
」
と
題
し
て
特
別
講
義
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
自
ら
が

取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
い
て
歯
科
医
師
の
果
た
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

河
瀬
先
生
は
本
学
障
が
い
者
歯
科

学
講
座
（
現
・
地
域
連
携
歯
科
学
講

座
）に
在
職
し
て
い
た
２
０
１
１
年
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
た
本
学
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
チ
ー
ム
の
行
動
隊
長
と
し
て
歯

科
支
援
活
動
に
従
事
し
た
。
大
学
チ

ー
ム
の
活
動
終
了
後
も
河
瀬
先
生
は

個
人
と
し
て
毎
月
被
災
地
へ
足
を
運

び
、
12
年
に
は
雄
勝
町
か
ら
の
要
請

に
よ
り
同
地
に
開
所
し
た
同
診
療
所

長
に
就
任
。
以
来
、
歯
科
の
立
場
か

ら
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

河
瀬
先
生
は
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
目
の
当
た
り
に
し
た
現
実
を

学
生
た
ち
に
伝
え
た
。
避
難
所
生
活

が
長
期
化
す
る
と
、
口
腔
内
の
急
性

症
状
は
放
置
さ
れ
、
口
腔
ケ
ア
も
充

分
に
な
さ
れ
な
い
。
口
腔
内
細
菌
は

全
身
疾
患
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、

口
腔
ケ
ア
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
被
災

者
の
誤
嚥
性
肺
炎
や
心
疾
患
な
ど
を

予
防
で
き
、
健
康
状
態
の
維
持
向
上

に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
歯
科

医
師
や
医
師
が
現
場
で
リ
ス
ク
の
早

期
発
見
と
適
切
な
ケ
ア
を
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
障
が
い
者
、
要
介

護
高
齢
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
は
、

災
害
発
生
と
同
時
に
災
害
弱
者
と
な

っ
て
、
自
ら
の
症
状
を
訴
え
る
こ
と

も
で
き
ず
通
常
生
活
以
上
に
困
難
な

環
境
を
強
い
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
説
明
し
た
う

え
で
、
河
瀬
先
生
は
「
災
害
現
場
で

は
日
ご
ろ
の
繋
が
り
や
取
り
組
み
が

反
映
さ
れ
ま
す
。
リ
ス
ク
患
者
の
的

確
な
把
握
や
社
会
的
弱
者
を
災
害
弱

者
に
し
な
い
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
医
療
関
係
者
が
多
職
種
連
携
を
整

え
、
地
域
行
政
も
横
の
繋
が
り
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
」と
強
調
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
河
瀬

先
生
は
「
摂
食
嚥
下
に
興
味
を
持
つ

多
職
種
と
市
民
が
集
う
定
期
的
な
勉

強
会
」
を
結
成
し
、
歯
科
医
師
、
医

師
を
は
じ
め
看
護
師
、
栄
養
士
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
職
の
人
々

ら
と
連
携
し
て
患
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
豪
雨
被

害
で
は
、
河
瀬
先
生
は
宮
城
県
の
避

難
所
で
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
口
腔
機
能
の

低
下
か
ら
全
身
に
広
が
る
被
災
者
の

フ
レ
イ
ル
を
口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
予

防
し
改
善
す
る
河
瀬
先
生
の
活
動
の

様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組「
お

は
よ
う
日
本
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

歯
科
医
師
の
新
た
な
役
割
と
貢
献
が

全
国
に
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
河
瀬
先
生
は
、
男
性
高
齢
者

向
け
の
介
護
教
室
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
妻
の
介
護
や
食
事
づ
く
り
な
ど

に
疲
労
を
抱
え
て
い
る
男
性
高
齢
者

に
接
し
、「
世
の
中
に
は
悩
み
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
介
護
を
し
て
い

る
男
性
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な

い
か
。
食
に
か
か
わ
る
歯
科
医
師
と

し
て
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
考
え
た

か
ら
だ
。

　

日
本
の
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
し

て
、高
齢
化
と
核
家
族
化
が
進
む
中
、

高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
“
老

老
介
護
”
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
妻
を
介
護
す
る
立
場
に

な
っ
た
男
性
の
場
合
、
家
事
の
経
験

が
あ
ま
り
な
く
地
域
と
の
関
わ
り
も

少
な
い
う
え
に
、
完
璧
に
こ
な
そ
う

と
し
て
介
護
疲
れ
や
介
護
う
つ
に
な

り
、
介
護
者
も
倒
れ
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
介
護
教
室
で
は
、
調
理

実
習
の
ほ
か
、
床
ず
れ
予
防
、
救
急

蘇
生
法
を
学
び
、
参
加
者
が
抱
え
て

い
る
悩
み
を
打
ち
明
け
皆
で
ア
ド
バ

イ
ス
し
合
う
悩
み
事
相
談
の
場
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　

河
瀬
先
生
は
授
業
の
最
後
に
「
歯

科
医
師
は
、
人
の
“
食
べ
る
”
を
支

え
る
職
業
で
す
。
地
域
の
特
性
を
見

て
歯
科
の
可
能
性
を
考
え
、
口
か
ら

全
身
を
見
て
、
全
身
か
ら
地
域
を
見

る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
求
め
ら
れ
ま

す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
“
口
か
ら
人
々
の
体
の
健
康
を
守

る
”
を
信
条
に
精
力
的
に
活
動
す
る

河
瀬
先
生
の
姿
勢
に
学
生
た
ち
は
感

銘
を
受
け
て
い
た
。

学
術
大
会
を
誌
上
に
て
開
催
し
Ｗｅ
ｂ
講
演
を
実
施

第
35
回
甲
北
信
越
矯
正
歯
科
学
会

病
院
初
診
室
・
森 

啓
准
教
授
が
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
フ
ェ
ロ
ー
認
定

医
学
教
育
の
学
習
方
法
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
等
を
履
修

　

初
診
室
総
合
診
断
科
・
総
合
診
療

科
の
森 

啓
准
教
授
は
、
３
月
９
日

（
月
）
よ
り
６
月
28
日
（
日
）
の
間

に
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学
省
医
学
教

育
共
同
利
用
拠
点
・
岐
阜
大
学
医
学

教
育
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ

Ｃ
）
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
メ
ド
ギ
フ
ト
＝M

EDC,GIFU 
total learning course

）
を
受
講
・

修
了
し
フ
ェ
ロ
ー
と
認
定
さ
れ
た
。

　

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
、課
題
提
出
、参
加
者
、

ス
タ
ッ
フ
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
討
議
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
（
今
回
は
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）
を
通
じ
医
学
教
育

の
学
習
方
法
、
評
価
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
計
の
基
本
を
履
修
す
る
こ
と
の
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
で
は
、
年
３
回

の
医
学
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
お
り
（
次
回
は

10
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）
関

西
医
科
大
学
に
て
開
催
予
定
）、
教

育
方
法
、
評
価
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

医
学
教
育
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る

と
、
０
・
１
２
５
～
０
・
５
単

位
が
取
得
で
き
、
合
計
３
単
位

に
な
る
と
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
と
し

て
認
定
さ
れ
る
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

制
度
も
あ
る
。

　

森
准
教
授
は
「
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
受
講
に
よ
り
自
分
の
教
育

実
践
、
評
価
法
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

つ
め
直
し
、
問
題
点
改
善
点
を
抽
出

す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ

ま
り
訪
れ
る
機
会
の
な
い
歯
学
部
以

外
の
医
療
系
大
学
に
お
い
て
、
医
療

系
多
職
種
の
職
員
と
交
流
し
、
多
く

の
発
見
、
学
び
、
気
づ
き
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
も
一
度
参
加

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
は
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
申
し
込
み
で
き
る
。（https://

www1.gifu-u.ac.jp/~m
edc/

）

避難所におけるオーラルフレイル予防活動を映像で紹介

講義する河瀬先生

認定証書を手にする森准教授

　

予
期
せ
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
猛
威
に
今
年
度
の
第
35
回
甲
北
信

越
矯
正
歯
科
学
会
学
術
大
会
（
大
会

長
・
歯
科
矯
正
学
講
座
教
授
・
岡
藤

範
正
、
事
務
局
長
・
同
准
教
授
川
原

良
美
）
は
、
参
集
形
式
を
と
ら
ず
抄

録
集
を
も
っ
て
の
誌
上
開
催
の
形
式

で
実
施
し
た
。
今
回
の
大
会
テ
ー
マ

は
、
矯
正
歯
科
の
可
能
性 『 

∞ （
無

限
大
） 

』 

と
し
、
７
月
12
日
（
日
）

に
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
１
０
１
教

室
を
会
場
に
興
味
深
い
特
別
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
企
画
・
検
討
し

て
い
た
が
、
全
国
各
地
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
鑑
み
、
執

行
部
に
よ
る
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

参
加
者
の
安
全
を
最
優
先
し
通
常
開

催
断
念
と
決
定
し
た
。

　

講
演
を
依
頼
し
て
い
る
先
生
方
に

は
Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
を
ご
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
り
、

参
加
登
録
の
先
生
方
限
定
の
視
聴
期

間
を
区
切
っ
て
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
視

聴
と
な
る
特
別
な
機
会
と
な
っ
た
。

特
別
講
演
の
今
井
一
彰
先
生
（
福
岡

県
・
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
業
）
は
、

矯
正
歯
科
治
療
に
密
接
な
関
係
を
持

つ
口
呼
吸
の
問
題
提
言
を
行
い
、「
あ

い
う
べ
」
体
操
を
考
案
さ
れ
、
息
育

に
つ
い
て
Ｔ
Ｖ
や
マ
ス
コ
ミ
に
幅
広

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
著
名
な
内

科
医
師
で
、『
気
道
と
し
て
の
口
腔

を
考
え
る
～
鼻
呼
吸
を
促
す
歯
科
治

療
』
と
題
し
た
す
ば
ら
し
い
ご
講
演

と
な
っ
た
。

　

コ
・
デ
ン
タ
ル
講
演
は
、
中
島
潤

子
先
生
（
松
本
市
開
業
・
本
学
10
期

生
）
に
『
元
自
衛
隊
歯
科
医
官
に
よ

るW
ith

コ
ロ
ナ
時
代
の
歯
科
医
院

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』
と
題
し
て
、
さ

ら
に
会
員
講
演
は
、
ひ
ろ
矯
正
歯
科

院
長
・
廣 

俊
明
先
生
（
塩
尻
市
開

業
・
本
学
８
期
生
）
よ
り
『
日
本
矯

正
歯
科
学
会
専
門
医
試
験
に
合
格
し

た
リ
ン
ガ
ル
マ
ル
チ
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
法

症
例
』
と
題
し
、
ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

　

ま
た
、
日
本
矯
正
歯
科
学
会
認
定

医
更
新
症
例
を
症
例
展
示
と
し
て
発

表
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
つ
い
て

は
、
日
本
矯
正
歯
科
学
会
よ
り
派
遣

さ
れ
た
審
査
員
の
も
と
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
た
。

（
歯
科
矯
正
学
講
座　

教
授　

岡
藤
範
正
）

今井先生による Web 講演（パソコン画面より）
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５
日
㈯

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

６
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

7
日
㈪

　

後
期
授
業
開
始
（
第
４
学
年
）

9
日
㈬

　

Ⅲ
期
試
験
（
第
６
学
年
）

11
日
㈮
～
18
日
㈮

　

前
期
定
期
試
験
（
第
１
～
３
学
年
）

22
日
㈫

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

23
日
㈬

　
後
期
授
業
開
始
（
第
１
～
３
学
年
）

　

大
学
院
発
表
会

23
日
㈬
～
10
月
２
日
㈮

　

前
期
定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
１
・
２
学
年
）

28
日
㈪
～
29
日
㈫

　

前
期
定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
３
学
年
）

「第 7回カムカムメニュー・写真コンテスト」
作品募集のお知らせ

テーマ：よく噛んで食べよう ～カムカムメニュー～
食感や噛み応えのある美味しそうなメニューの写真をご応募ください
〔応募期間〕９月24日㈭ ～ 10月29日㈭

〔応募方法〕本学ホームページをご覧ください
〔結果発表〕11月中旬に本学ホームページにて掲載いたします
〔お問い合わせ〕松本歯科大学社会貢献・地域連携推進センター

TEL：0263-51-2090　E-mail：info_cscrc@mdu.ac.jp

歯
科
補
綴
学
講
座

教
授
　
樋
口
　
大
輔

樋口 大輔教授　略歴
1992 年 ３月　昭和大学歯学部歯学科　卒業
1996 年 ３月　昭和大学大学院（歯科補綴学）　修了

４月　昭和大学第 1 歯科補綴学教室　助手
2002 年 １月　昭和大学第 1 歯科補綴学教室　講師
2003 年 ９月　昭和大学歯科病院（インプラント科）講師（兼任）
2006 年 ９月　ドイツ　チュービンゲン大学　Wissenschaftler
2012 年 ４月　昭和大学歯科補綴学講座　講師（名称変更）

４月　昭和大学歯科病院インプラントセンター　副センター長
2020 年 ９月　松本歯科大学歯学部歯科補綴学講座　教授

新
教
授
紹
介�

（
２
０
２
０
年
9
月
１
日
付
就
任
）

　

こ
の
た
び
、
ご
縁
を
頂
き
ま
し
て
歯

科
補
綴
学
講
座
主
任
教
授
を
拝
命
致

し
ま
し
た
樋
口
大
輔
で
ご
ざ
い
ま
す
。

学
内
お
よ
び
学
友
の
皆
様
に
本
紙
面

を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
診
療
に
お
い
て
は
昭
和

大
学
歯
科
病
院
に
て
補
綴
科
外
来
長

や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
冠
橋
義
歯
か
ら
有
床

義
歯
ま
で
補
綴
全
般
を
、
そ
し
て
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
埋
入
か
ら

補
綴
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
全
般
を

担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

学
生
教
育
に
お
い
て
は
補
綴
学
お

よ
び
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
を
担
当
し
、

光
学
印
象
や
ガ
イ
デ
ッ
ト
サ
ー
ジ
ェ

リ
ー
な
ど
デ
ジ
タ
ル
デ
ン
テ
ィ
ス
ト

リ
ー
の
普
及
・
定
着
に
務
め
、
研
究

に
お
い
て
は
患
者
立
脚
型
ア
ウ
ト
カ

ム
に
よ
る
治
療
効
果
の
検
証
を
中
心

に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

松
本
歯
科
大
学
は
緑
に
囲
ま
れ
た

大
変
す
ば
ら
し
い
環
境
で
、
留
学
し

て
い
た
ド
イ
ツ
南
西
部
の
学
園
都
市

に
あ
る
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
を
思

い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
病
院
の

設
備
も
す
ば
ら
し
く
、
特
診
室
や
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
専
用
手
術
室
か
ら
の
眺

め
は
緑
に
囲
ま
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
の

診
療
室
を
思
い
出
し
、
大
変
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
様
々
な
こ

と
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
特
に
首
都

圏
は
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の

地
域
か
ら
元
気
を
取
り
戻
し
、
新
た

な
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
学
の
教
育
の
基
本
で
あ
る
「
歯

科
医
療
人
で
あ
る
前
に
良
き
社
会
人

で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
こ

の
地
域
の
患
者
さ
ん
の
た
め
、
学
生

そ
し
て
医
局
員
の
た
め
、
全
力
で
職

務
を
行
う
所
存
で
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
は
、
進
行

性
の
骨
の
疾
患
で
、
ア
ル
カ
リ
ホ
ス

タ
フ
ァ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
の
異
常
に

よ
っ
て
骨
の
形
成
が
阻
害
さ
れ
、
骨

が
弱
く
な
る
病
気
で
す
。
低
ホ
ス
フ

ァ
タ
ー
ゼ
症
を
疑
う
サ
イ
ン
の
一
つ

が
歯
の
症
状
で
、
乳
歯
が
早
く
抜
け

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
４
歳
に
な
る

前
に
根
っ
こ
が
残
っ
た
状
態
で
乳
歯

が
取
れ
て
し
ま
う
の
が
特
徴
で
、
初

期
は
歯
の
み
の
症
状
で
あ
っ
て
も
徐

々
に
全
身
に
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
早
期
に
発
見
し
適
切
な
対
応

を
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
病
気
の
啓
発
に
努
め
る
小
児
歯

科
学
講
座
の
大
須
賀
直
人
教
授
に
解

説
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

◇
―
◇
―
◇
―
◇

　

低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
）

は
先
天
性
骨
疾
患
で
あ
り
、
組
織
非

特
異
型
ア
ル
カ
リ
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー

ゼ
（
Ｔ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｌ
）
の
欠
損
に
よ
り

引
き
起
こ
る
疾
患
で
す
。
血
清
ア
ル

カ
リ
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
）

値
が
低
値
で
あ
り
、
局
所
の
リ
ン
濃

度
の
低
下
す
る
こ
と
か
ら
く
る
病
様

変
化
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
骨
の

く
る
病
様
変
化
、
低
石
灰
化
、
骨
変

形
、
四
肢
短
縮
、
け
い
れ
ん
、
高
カ

ル
シ
ウ
ム
血
症
、
体
重
増
加
不
良
、

頭
蓋
縫
合
の
早
期
癒
合
、
病
的
骨
折

も
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
が
、
正

確
な
頻
度
は
不
明
で
す
。Ozonok 

ら
に
よ
る
と
10
万
人
に
１
人
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。（Ozonok et al., 

J. Hum
. Gene 2011

（56

）:174-
176

）

　

人
種
差
も
み
ら
れ
、
発
症
時
期
が

早
い
ほ
ど
重
症
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。臨
床
分
類
は「
周
産
期
型
」「
乳

低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
と
歯
科
の
関
係

乳
歯
の
早
期
脱
落
に
よ
る
歯
科
受
診
が
診
断
の
起
点
に

児
型
」「
小
児
型
」「
成
人
型
」

「
歯
限
局
型
」
の
５
病
型
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
５
病
型

に
お
い
て
も
乳
歯
の
早
期

脱
落
の
発
生
率
は
高
く
、

乳
歯
の
早
期
脱
落
に
よ
る

歯
科
受
診
が
診
断
の
起
点
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
乳
歯
の
早
期
脱
落

は
栄
養
摂
取
や
生
活
面
で
問
題
に
な

り
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
は
治
療
薬

で
あ
る
ア
ス
ホ
タ
ー
ゼ
ア
ル
フ
ァ
に

よ
る
酵
素
補
充
療
法
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
Ｈ
Ｐ
Ｐ
の
患
児
の
歯
根

で
は
セ
メ
ン
ト
質
形
成
不
全
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
早
期
脱
落
例
で

は
保
隙
装
置
と
し
て
小
児
義
歯
を
装

着
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
小

児
義
歯
は
審
美
的
回
復
の
み
な
ら
ず

審
美
性
、
発
音
機
能
な
ら
び
に
咀
嚼

嚥
下
機
能
の
回
復
を
行
い
、
歯
列
咬

合
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
も
こ
れ
ま
で
３
例
の
症
例
に
携

わ
り
、
１
例
は
小
児
歯
科
学
雑
誌38

（3

）,2000

に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
３

例
と
も
に
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
小
児
義
歯
を
装
置
し
た
患
者
さ
ん

で
し
た
。
ま
だ
、
酵
素
補
充
療
法
に

携
わ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
治
療
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
病
型
に
お
い
て
も
乳
歯
の
早
期

脱
落
の
発
生
率
は
高
い
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
県
内
５

カ
所
の
歯
科
医
師
会
に
出
向
い
て
、

会
員
の
方
々
に
啓
発
も
行
っ
て
い
ま

す
。
乳
歯
の
早
期
脱
落
に
よ
る
歯
科

受
診
が
診
断
の
起
点
に
な
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
３
歳
児
健
診
に
乳

歯
の
脱
落
を
確
認
す
る
項
目
を
設
定

す
る
な
ど
、
行
政
に
働
き
か
け
を
行

う
準
備
も
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
聞
き
な
れ
な
い
疾
患
で

す
が
、
最
近
の
国
家
試
験
に
は
『
乳

歯
の
早
期
脱
落
症
例
』
と
し
て
、
１

０
８
回
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
も

出
題
さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。
歯
科
で

は
メ
ジ
ャ
ー
な
疾
患
で
す
が
、
医
科

の
国
家
試
験
出
題
基
準
の
内
分
泌
疾

患
に
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
症

な
病
型
で
は
歯
科
受
診
が
診
断
の
起

点
に
な
る
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
小

児
歯
科
医
は
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
が

来
院
さ
れ
た
際
に
は
Ｈ
Ｐ
Ｐ
を
疑
っ

て
、
小
児
科
医
に
血
液
検
査
を
依
頼

す
る
な
ど
連
携
協
力
が
重
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
小
児
歯
科
学
講
座　

教
授　

大
須
賀
直
人
）

　

論
文
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

抗
体
検
査
を
用
い
た
松
本
歯
科
大
学

学
生
・
教
職
員
の
疫
学
調
査
」
が
、

医
歯
薬
出
版
が
発
行
す
る
週
刊
『
医

学
の
歩
み
』
７
月
25
日
号
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
同
誌
は
、
医
学
に
関
す

る
最
新
情
報
を
基
礎
・
臨
床
の
両
面

か
ら
総
合
的
に
幅
広
い
視
点
で
紹
介

す
る
医
学
総
合
雑
誌
で
す
。
執
筆
者

は
内
科
学
・
前
島
信
也
教
授
（
松
本

歯
科
大
学
病
院
長
）、
口
腔
生
化
学

講
座
・
宇
田
川
信
之
教
授
（
歯
学
部

長
）、
臨
床
検
査
室
・
中
西
正
人
技

師
主
任
、
口
腔
生
化
学
講
座
・
中
村

美
ど
り
准
教
授
、公
衆
衛
生
学
講
座
・

山
賀
孝
之
教
授
、
総
合
歯
科
医
学
研

究
所
硬
組
織
機
能
解
析
学
講
座
・
山

下
照
仁
准
教
授
、
内
科
学
・
川
茂
幸

特
任
教
授
、
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
。

　

以
下
に
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し

ま
す
。（
論
文
は
２
０
２
０
年
６
月

３
日
時
点
の
情
報
に
基
づ
い
て
書
か

れ
た
も
の
で
す
。）

【
目 

的
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（SARS-

Cov-2

）
の
感
染
歴
を
明
ら
か
に
す

る
目
的
で
、
松
本
歯
科
大
学
の
教
職

員
に
、
抗
体
検
査
法
に
よ
る
疫
学
調

査
を
実
施
し
た
。
現
在
ま
で
に
都
市

部
の
抗
体
検
査
に
よ
る
感
染
状
況
の

報
告
は
あ
る
が
、
地
方
都
市
の
感
染

状
況
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

本
研
究
に
よ
り
、
塩
尻
・
松
本
地
区

に
居
住
す
る
学
生
・
職
員
（
教
職
員
）

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
歴

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
こ
の
地
方
に

お
け
る
住
民
の
感
染
状
況
に
関
す
る

貴
重
な
情
報
を
行
政
に
提
供
し
、
今

後
の
感
染
対
策
に
有
効
に
活
用
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
方 

法
】

　

松
本
歯
科
大
学
研
究
等
倫
理
審
査

委
員
会
の
審
査
を
経
て
実
施
し
た
。

検
査
期
間
は
２
０
２
０
年
５
月
11
日

か
ら
28
日
。GenBody

社
製
・
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
迅
速
検
出

キ
ッ
ト
を
用
い
た
。

【
結 

果
】

　

Ｉg
Ｍ
抗
体
＝
反
応
陽
性
者
０

人
、
陰
性
者
１
１
４
６
人

　

Ｉg
Ｇ
抗
体
＝
反
応
陽
性
者
０

人
、
陰
性
者
１
１
４
６
人

【
考 

察
】

　

松
本
歯
科
大
学
の
学
生
・
職
員
全

員
の
抗
体
検
査
が
陰
性
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
既
感
染
は
な
く
現
時
点
で
の

感
染
リ
ス
ク
も
き
わ
め
て
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。
学
生
・
職
員
の
主
な
居

本
学
の
新
型
コ
ロ
ナ
抗
体
検
査
の
論
文
が

医
学
総
合
雑
誌『
医
学
の
歩
み
』に
掲
載

住
地
は
塩
尻
市
・
松
本
市
で
あ
り
、

こ
の
地
方
都
市
で
の
潜
在
的
感
染
者

は
ほ
と
ん
ど
い
な
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

【
ま
と
め
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
検

査
法
を
用
い
た
松
本
歯
科
大
学
の
学

生
・
職
員
の
疫
学
調
査
よ
り
、
感
染

お
よ
び
感
染
履
歴
を
有
す
る
も
の
は

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
予
防

を
徹
底
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
学
生

の
講
義
や
実
習
、
通
常
診
療
の
再
開

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
松
本
・
塩
尻
地
区

で
は
市
中
感
染
が
き
わ
め
て
低
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

ＨＰＰ症例　４歳男児　主訴：乳前歯の脱落

「医学の歩み」に掲載された論文

〔
退
職
〕�

７
月
31
日
付

　

軽
辺
美
維
子�

（
手
術
室
看
護
師
）

　
松
沢　

遥
花�

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

〔
配
置
換
〕�

８
月
１
日
付

　

中
村　

良
二�

（
事
務
局
総
務
課
（
契
約
職
員
））

〔
定
年
退
職
〕�

８
月
4
日
付

　

汲
田　

ち
え�

（
歯
科
衛
生
士
室
歯
科
衛
生
士
）

〔
採
用
〕�

７
月
20
日
付

　

矢
島
由
佳
里�

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
運
動
指
導
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

８
月
5
日
付

　

汲
田　

ち
え�

（
歯
科
衛
生
士
室
歯
科
衛
生
士
（
契
約
職
員
））

９
月
1
日
付

　

樋
口　

大
輔�

（
教
授
（
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
講
座
））

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

総 合 型 選 抜（Ⅰ期）
試 験 日　10 月４日㈰

出願期間　9 月14日㈪～ 9 月30日㈬

一 日 体 験 入 学
① 9月6日㈰　② 9月22日（火・祝）

※9月開催分のみ掲載

開催時間 9：40 ～ 15：00（受付 9：15 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明・進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページまたは下記まで
　ご連絡ください。

■お問い合わせ■


